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調和の文明

調和の建築が形成された現実 — ロゴスと整合した文明の実際の姿を示す。



文明は議論ではない。それは生きた存在である — 爪の下の土、校庭の子どもたち、食卓のパン、夜風に流れる音楽、人間の手を人間の仕事へと解放した機械の響き。調和の建築は構造的な論理を提供する — 中心の周りに七本の柱、調和の輪が個から集団へと拡大する分形的なスケーリング、ロゴスと一致した文明が健康、正義、調和を自らの構造の直接的な帰結として生み出すという原則。しかし構造はまだ構想ではない。設計図はまだ建造物ではない。この記事は描画である — 最初の石が据えられる前に、完成した作品を見据える建築者の行為。

以下に示すのはユートピアではない。その言葉は — 文字通り「どこでもない場所」 — 外部から現実に投影された幻想を指し、設計上到達不可能で静的である。調和の文明はその反対である — 既に現実であるものとの一致から生じる生きた秩序。調和実在論は、現実が本質的に調和している — ロゴスで満たされ、ロゴスは創造を支配する知性である、と考える。この現実と一致した文明は何もないところから調和を発明しない。それは調和を妨げるものを取り除き、調和を表現するものを培養する。健康の輪を支配する錬金術的原則 — 阻害するものを明確にしてから、栄養を与えるものを構築する — は文明のスケールで同じように作動する。以下の構想は夢ではない。それは物事の構造との一致の自然な帰結である。

これはまた禁欲のビジョンではない — 近代が構築したものを放棄することに救済を求めるような土地回帰的ロマンティシズム。調和の文明は技術から後退しない。それを再方向付ける。エネルギーが豊富になり、自動システムが農業革命以来ほとんどの人間の目覚めた時間を消費してきた物質的負担を処理するとき、ダルマの管理下に置かれた本物の科学の成果が抽出のサービスではなく — 不足した資源は愛によって指導される豊かさとなる。宇宙そのものは不足していない。それはあふれている — エネルギー、生命、あらゆるスケールでの創造的知性で。この現実と一致した文明はその寛容さを相続する。世界を不足しているように感じさせたものは宇宙ではなく、人間がそれとの関係を組織してきた構造 — 一致ではなく支配のため、相互性ではなく抽出のため、生命の栄えではなく力の蓄積のために設計された構造。障害を取り除けば、常にそこにあった豊かさが利用可能になる。


三つのスケール

調和の文明は単一の形式ではなく、各スケールで異なって表現されながら構造的に不変である分形パターンである。三つのスケールが重要である — 村、生物地域、文明。

村は還元不可能な単位である — 人間が互いを名前で知り、土地と労働を共有し、人生の転機を一緒に標す、互いの幸福に直接的責任を負うスケール。このスケールで統治、生産、教育、祝祭ができることはすべてそうされるべきである。村は建築が最も具体的で最も生きているところである。

生物地域は生態的および経済的単位である — 流域、谷、海岸地帯、山脈。それは行政上の便利さではなく土地自体によって定義される。生物地域内の村は水、貿易、防衛、および村の範囲を超える調整問題を共有する。生物地域は補完性が調整と出会うところである — 局所的自律と集団的必要性の間のジレンマを初めて保持する界面。

文明は文化的および哲学的単位である — ロゴスとの一貫した関係を維持できる最大のスケール。文明は帝国ではなく民族国家ではない。それは意味の共同体である — ダルマについての十分な深い理解を共有し、その調整が強制ではなく原則に基づくことができる人民。このスケールでの調和の文明は単一の政府ではなく、アイニ— 聖なる相互性を通じて関連する主権生物地域のネットワークである。

以下は、すべての三つのスケールで建築のすべてのピラーを通り抜ける — 政策の処方箋としてではなくビジョンとして。読者は読むもの中に自分を置くことができるべきである。



生命維持

村は夜明け前に目覚める。空気は清潔である — 規制によってではなく、それを汚すもののない状態で。流域内に産業農業がなく、上風に化学工場がなく、帯水層に処理廃液がない。水は村の自身の源から来る — 泉、井戸、雨水収集システム — ろ過、構造化され、フッ化物、塩素、または医薬品残留物なしで配布される。すべての世帯はその水の源を知り、それに歩いて到達できる。

食べ物はそれが食べられる場所の視野内で成長する。村のパーマカルチャー庭園と食料森は栄養の大部分を生産する — 自然生態系の構造を模倣するように設計された多年生システムで、それと戦うのではなく。毎年の作物は遠い市場の需要ではなく、土地と季節が何を求めているかに従ってローテーションされる。動物は土地との統合された関係で飼育される — それらの廃棄物は土壌を供給し、それらの放牧は牧草地を管理し、それらの存在は産業操作から隔離されたものではなく生態系の一部である。村は成長した食べ物を食べ、季節が与えるものを保存し、その余剰を隣接する村と交換して、その土地が生産しないもののために。子どもたちは食べ物がどこから来るかを知りながら成長する，なぜなら彼らはそれを生産することに参加するから。人間の存在と彼らを養う土地との関係は供給鎖、パッケージング、または企業仲介人によって仲介されない。それは直接的で季節的で相互的である。

村のスケールでの医学は予防的で統合的で、何千年も人間の健康を維持した伝統に根ざしている。村の治療者 — アーユルヴェーダ、中国、西洋ハーブ伝統の収束で訓練された — すべての家族の体質を知り、慢性疾患を監視し、強壮ハーブ、食物調整、運動処方、およびエネルギー的実践で早期に干渉する。急性期治療は現代の診断の本物の成果 — 血液検査、画像化、外科的技術 — を利用するが、医学全体を利益のための症状抑圧の医学モデルに従属させない。村のクリニックは緊急事態に装備され、その能力を超えるもののために生物地域の病院に接続されている。しかし方向は、急性危機がまれになるほど生物学的回復力を徹底的に構築することへである。健康はデフォルトであり、例外ではない — なぜなら健康を生み出す条件（清潔な水、生きた食べ物、清潔な空気、コミュニティ、目的、運動、休息）は日常生活の条件であり、医学システムから購入する商品ではない。

生物地域のスケールでは、生命維持は村が単独では提供できないことを調整する — 外科および専門家の需要に役立つ病院、流域全体を通じて遺伝的多様性を保存する種子銀行、干ばつ中に公正な分配を確保する水管理システム、本物の流行のための検疫プロトコル。生物地域の生命維持インフラは効率ではなく回復力のために設計されている — 分散、冗長、システム的崩壊なしに衝撃を吸収できる。単一の失敗ポイントは食物または水の供給を取り下ろすことができない，なぜなら単一のシステムはそれを支配しないから。

自動生産システム — 太陽光、局所的知能、物理的に能力 — が食料生産の労働集約的な側面を扱うとき、村の土地との関係は変容する。新しいエーカーは農民の知識を置き換えない；それはそれを乗じる。システムは人間の目が一致できない解像度で土地生物学を監視し、その日の天気と根領域の水分に較正された精密で灌漑を管理し、草と収穫の反復的な物理労働を処理し、庭師を人間だけができることをするために解放する — 全身の知性で土地を観察し、数十年の蓄積された直感を必要とする判断呼びかけを行い、人間コミュニティと彼らを支える生きたシステムの間の関係を世話すること。食べ物は単なる十分ではない。それは豊富である — 食料森は村が消費する以上を生産し、余剰は贈り物と貿易として生物地域のネットワークを通じて流れ出す。

文明のスケールでは、生命維持は生物地域が生み出すものと治療者が知ることを共有するネットワークである。熱帯生物地域はカカオ、薬用植物、発酵食品を温帯生物地域の穀物、根、および寒冷天候保存と交換する。知識は自由に流れる — ある村で発見された治療プロトコルは教育インフラを通じてネットワーク全体で共有され、局所的にテストされ、局所的体質および生態学に適応する。特許は治療知識の流通を制限しない。企業は植物を所有しない。文明内のすべての人の健康は文明的懸念として扱われる — 中央保健官僚制度を通じてではなく、共有された約束を通じて，どのコミュニティもその人々の生活の生物学的基礎を維持するのに必要なものを欠くべきではない。文明的規範は不足ではなく溢れである — 各生物地域が必要とするもの以上を生産し，貿易は絶望ではなく多様性と寛容さによって動機づけられるように。



管理

村経済は閉じたループである。ほぼ何も無駄にならない — 有機物は堆肥化を通じて土壌に戻り、建築材料は局所的に調達され、交換ではなく修理のために設計され、ツールは持続するために構築されはずれた場所を村の職人による村ではなく破棄される。しかしこれは徳として装われた禁欲ではない。それは知性である — 宇宙そのものが表示する同じ知性，あらゆる出力は入力になり、部品の集合としてではなく全体として設計されたシステムは何も破棄されない。

エネルギーは他のすべてが休む基礎であり、調和の文明とエネルギーの関係はそれが置き換える世界と根本的に異なっている。宇宙はエネルギー不足ではない — あらゆるスケールでエネルギーに溢れている，すべての星の核炉からそれ自身の真空の量子変動へ。人間の文明がエネルギー不足にしたものは物理学ではなく建築である — 中央抽出システムは化石燃料、原子力核分裂、独占グリッド — インフラを所有する人々の手でエネルギー支配を集中させ、宇宙的豊かさから人工不足を作成する。調和の文明はこの建築を逆転させる。太陽、風、水力、地熱、および生物質は分散した基地を提供する — 使用される場所で生成されるエネルギー、それを使用するコミュニティによって所有され、グリッド依存がなく、世帯と太陽の間の計器がない。しかし深い軌跡は再生可能を超えて指す — 空間の構造を浸透するエネルギーの直接的な収穫へ — 物理学がゼロポイントエネルギーと呼ぶもの，伝統は常に宇宙の消耗しない生命力として知っていたもの。これがNassim Harameinのような物理学者の仕事を通じて到着するかもしれないかどうか真空の幾何学を探索し、凝聚物質物理学の突破口を通じて、またはまだ見えないパスを通じて、方向は明確である — エネルギー豊かさは幻想ではなく物理学の自然な帰結であり、不足に利益が依存する産業によって課せられた人工的制約なしで追求される。エネルギーが事実上無料のとき、物質文明の計算全体は変容する。

新しいエーカーはエネルギー豊かさが自動知能と出会う収束点である。汎用生産システム — 太陽光、局所AIを実行，園芸、建築、保全、および一般労働の物理的に能力 — は消費者製品ではない。それは何が土地が農業経済だったかの現代的反復である — 交換または許可なしに継続して実際の出力を生成する生産資産。考える。村のための物質的負担 — 食べ物の成長、シェルターの保全、インフラの修復、情報の処理、新石器時代以来人間の目覚めた時間の大部分を消費した反復的な物理労働 — はシステムによって処理されるコミュニティが完全に所有。プラットフォームから借りていない。失効できるサービス契約を通じた購読。所有 — ハードウェア、ソフトウェア、エネルギー源、すべて。所有と購読の区別は美的ではなく実存的である — テクノロジー企業から生産能力を借りるコミュニティは主権を達成していないが，依存性の1形式を別のより洗練されたものに交換した。調和主義の立場は明白である — 自動生産の手段を所有しない，またはそれらは所有する。

物質的負担がもたげたときはどうなるか？これが調和の文明が理論ではなく日常生活のテクスチャーで答える質問である。自動システムが配給を扱うとき、エネルギーが計器または独占なしで流れるとき、生存で消費された時間が他の何かに利用可能になるとき — 人間はアイドルにはならない。人間は自由になる。機械ができず，ダルマと一致した生活を構成するもので自由である — 瞑想的実践、深い関係、完全な注意を払う子どもの教育、創造的仕事、哲学的探究、弱くて脆弱な世話，智慧の長い忍耐強い培養。臨在 — 輪の中心 — は独立して裕福で修道士だけが達成できる贅沢ではない。それは知性で組織された物質基盤を有する生命の自然な向きになる。これは管理の深い意味である — 不足の管理ではなく，主権の物質世界の組織化を通じた意識の解放。

村のスケールでのお金は部分的に局所的である — コミュニティ内で循環する補完通貨，局所貿易を励ます，富が遠い金融システムに排出されるのを防ぐ。村が蓄積する貯金は実質資産で保有される — 土地、ツール、種子、インフラ、自動生産システム、[[Governance#Restorative Justice|]]および分散デジタル価値ストア中央当局は陳腐化できない。労働と価値の関係は直接的である — 生産するものと受け取るものの間の接続を追跡できる。現代財政が特徴づける抽象化層 — デリバティブ、部分準備銀行、アルゴリズム取引、将来の生産に対する抽象的請求からお金の創造 — は存在しない。それは禁止されているからではなく，利益の操作ではなく生命に役立つように設計された経済で不要だから。ビットコインとそのより広いエコシステムは取引層を提供する — 許可なし、プログラム可能，機関的捕獲に対する免疫 — 誰の許可も必要とすることなく，村と生物地域の境界を越えて自動システムが価値を交換する。

住宅は土地が提供するもので構築される — 土、木材、石、麻製品、竹 — 気候に反対ではなく関係で設計。山の家は海岸の家と同じではない，材料、向き、熱容量、風と水の関係が異なるから。建造物は数十年ではなく世代持続するために設計される — 美しいこと，なぜなら美しさは贅沢ではなく，ロゴスとの一致の美的表現。調和の文明で構築された環境はそのフルセンスで建築の仕事 — コミュニティの土地、気候、聖なるとの関係を表現。自動システムが建設支援をするところ — 彼らはそうし，人間の手工芸を補う精密と耐久性で — 結果は産業建築の無菌均一性ではなく，人間の美的知性と機械能力の結婚 — 人間の手または機械プロセスが単独でこれは生産できるより，より正確に工学化，より実質的に効率，より耐久性，より美しい。

生物地域のスケールでは、管理は村の能力を超えるインフラを調整する — コミュニティを接続するロード，通信ネットワーク，単一の村が生産できるツールと機器のためのより大きい製造および製造能力，流域全体の局所生成を均衡させる生物地域エネルギーネットワーク。生物地域の経済は比較上の利点によって村の間で取引 — 谷の穀物、丘陵地の木材、沿岸村の魚，内陸部の家畜，アイニを通じた公正な交換で維持される抽出を最大化するために設計されたメカニズムではなく。

文明のスケールでは、管理は正直な交換を通じて関連する生物地域経済のネットワーク — 価値に対する価値，取引自体から賃貸を抽出するために設計された金融商品の仲介なし。技術は自由に循環する — 水浄化、エネルギー貯蔵、再生建築、または自動生産の革新，ある生物地域で開発されたこと，文明全体で共有される。あらゆるスケールでの技術採用の基準はダルマ的である — このツールは人間の意識に役立つかそれを破片化するか？自律を強化するか，それとも依存を作成するか？それが運用する生態と一致するか，またはコストを土地と将来に外部化するか？このテストを渡すテクノロジーは増殖する。それが失敗するテクノロジーは拒否される — 規制によってではなく，原則を内在化したコミュニティの識別を通じて。文明の物質的生活は厳しくない。それは輝いている — 豊かで，優雅，注意深く製作され、すべてのオブジェクトが彼らが何を作っているか，なぜか理解する人（およびシステム）によって作られたときに生じる美で十分です。



統治

調和の文明での統治は建築で最も軽い構造 — 不要になることで成功するピラー。村のスケールで、統治は直接的である — 存在する者の評議会，彼らが最初に経験する物質について論じ。リーダーシップはサービスの多年を通じて実証された智慧、誠実さ、およびダルマとの一致の年を通じて，選挙キャンペーンを通じてではなくコミュニティの人格の直接的観察を通じて。決定は彼らの影響を受ける者によってなされる。透明性は政策ではなく，空間的事実である — 評議会はすべてが見と聞くことができるところで会う。

生物地域のスケールで、統治は村が単独で解決できないことの調整である — 水権、村間紛争、集団防衛、共有インフラ。代表は彼らを送った村，彼らを送った者に対して説明責任がある，サービス後の村の生活に戻る必要がある。生物地域評議会は村の自己統治が属する問題を村を上書きする力はない。その範囲は生物地域調整を必要とし、何もより多くないことを必要とすること以外に、明確に限定されている。任期制限、リコールメカニズム、および必須ローテーションは，彼らを提供するコミュニティの利益から分岐する代表クラスが形成されないことを確保 — 永続的な政治カーストはない。

文明のスケールで、統治は最も軽いすべて — 共有原則を通じて関連する生物地域評議会のネットワーク，中央権威を通じてではなく。文明的立法府がない、最高経営者がない、国際官僚制度がない。本当に文明的スコープを必要とする物質の調整 — 自然大災害への対応，外部侵略に対する防衛，貿易路および通信インフラの管理 — 生物地域代表の自由な熟考から生じ、それぞれが自身のコミュニティに説明責任がある，それぞれが中央集中可能なものは何も，より近いそこが住んでいるのに近い扱いであるべきとの原則で制約。文明は強制調整を通じてではなく，ダルマとの共有一致を通じて，同じ超越的原則，それぞれの区別のため異なって表現された認識， — あらゆるコミュニティ内でそれの中で。

調和の文明での統治のテクスチャは主に制度的ではない。それは関連である。人々がお互いを知っているコミュニティで — 知事は先週あなたのテーブルで食べ，評議会員の子どもたちは君のと遊ぶ — 統治の品質は人間関係の品質から分離できない。信頼は抽象ではなく，数千の日常的な出会い，隣人が君の子供を見る，賢明が数十年を通じて自分自身が証明された長老，職人の言葉の織られた織物がない，それは決して失敗した。統治がこの織物に支えるとき，形式的なメカニズムへの必要性は減る。ルールが不要だからではなく，ダルマへの共有約束— 心に感じられ，人々が互いをどのように扱うかに見え、コミュニティの実生活を構成する小さな日常の親切に表現された — ほとんど，法律と施行が見知らぬ人の社会でするのはである。調和の文明は，最も深いレベルで，親切の文明である — 感傷性ではなく，心が開いており，生存が危機に瀕していない人々から自然に流れ出す能動的，知的な世話。

すべてのスケールでの正義は修復的である。村は構造化された出会いを通じて自身の紛争を仲介する — 犯人，害された，コミュニティ — 罰ではなく修復に向いて。生物地域は村の能力を超える事件のための基盤を提供する — 訓練された仲裁者，本物の危険を提起する者の分離施設，犯罪行動が最も出現条件から出現する理解に根ざしたリハビリプログラム — トラウマ，剥奪，精神的不接合。文明は現代的意味でいかなる刑務所も維持しない。それは本物危険に含有する場所，本物傷つけられた治癒場所を維持する。その二つ間の区別は注意深く維持される，なぜなら折りたたむこと — 病気で掃引を囲い込む — は現在の秩序のその定義的な残酷さの一つ。



コミュニティ

村は多世代の生物である。三つおよび四世代は同じ決済を共有する — 経済的必要性からではなくコミュニティに埋め込まれた拡張族が社会単位ではなく核族であるという認識から。長老は存在している — 遠い機関で倉庫番ではなく彼らの孫の間に住んでいる，実行的智慧を送信，人生の完全な弧を幼年期を通じてマスタリー通じて優雅な衰退をモデル化できるのは，数十年の住んでいる経験のみ作成できている。

弱みの世話は官僚機関に外部委託されるのではなく，日常生活のテクスチャーに織り込まれている。高齢者は彼らの家族および隣人によって世話されている — 医学的需要が生じるとき，村の健康インフラのサポートで。孤児はコミュニティの拡張族に吸収される。無効はコミュニティ生活に彼らの容量の完全な範囲に参加し，それらの存在は管理する負担ではなく，コミュニティの全体性の一部として受け取られる。村のダルマ的一致の測定はここにより明確に見える，他の何か以上 — 経済値を生み出すことができない者を扱う方法は，それが実際に値するものを明らかにする。

そしてここでのサバイバル圧力の除去は何か本質を変容する。文明でそこの物質的需要が満たされ — 自動システムが配給を扱い、エネルギーが自由に流れ、飢えまたはホームレスの恐怖がない — 人間の注意は生存下の生活が特徴づける慢性低レベルの不安から解放されている。その不安が空いた空間を埋めるのはアイドルではなく，互いへの注意。母親は彼女の子供と一緒に出席している — 次の請求書の経済的テロで気を散らされないではなく，彼女の家族から彼女を保つ第二の仕事で疲れ果て、生存の周りに完全に編成された生活の絶望で投薬されていない。父親は出席している — 彼の生命力を独立利益のために抽出するワークプレースで十時間不在ではなく，ここ、彼の家庭の人生で、彼の手と彼の存在で彼の子どもを教える。長老は尊敬されている — 敬老がされた文化値が印刷されているからではなく，コミュニティが長老が提案するのを受け取る時間と注意を持っている — 数十年の蓄積された智慧，土地がどのように四十年前に振舞ったかの記憶，完全に生き，失った物語には、静かな助言。サバイバルがもう日常生活の編成原則ではないとき，愛は編成原則として利用可能になる。感情としての愛ではなく，重要なもの — ムナイ，愛意志，その中心から彼女の外へ車輪を動かす力への注意の能動的向き。

結婚および家族形成は，若い人たちが成長した，経済条件が圧倒的な負債なしで家庭形成を可能にしるコミュニティで，文化が家族が要求することの約束を支える，周囲のコミュニティはカップルが単独で維持できない関連基盤を提供する場所で自然に起こる。人口生命力 — 家族形成および子供たちが生まれるための容量 — 方針を通じてエンジニアされない。それはあらゆるレベルで人間の生活を支える条件の自然な帰結 — 物質的なセキュリティー、関係的な深さ、文化的一貫性、意味のある仕事、および聖なるとの生きた関係。これらの条件が出席するとき、家族は形成。それらが不在のとき、補う方針はない。

生物地域のスケールで、コミュニティは村間の関係のネットワークを通じて自身を表現する — 村間祭り，共有儀式，共同プロジェクト，村間結婚，相互援助危機。生物地域は，人がそれの隣接コミュニティを直接経験で知ることができるほど十分に小さく，大きさのために十分に，任意の単一の村が島国で硬化ことと停滞を防ぐ多様性および交換を保持するのに十分。

文明のスケールで、コミュニティはネットワーク内のすべての人 — いかに遠くであろう — が同じ織物に属することの認識。アンデス原則のアイニはここ動作する — 何か1つの生物地域が時間の必要に別のその与えるのが世代を尊重する聖なる絆を作成。文明的コミュニティは現代国家の抽象的な連帯ではなく，それの「市民」の統計的単位，官僚制度によって管理される。それは，層状、具体的、フェイス-to-faceここで可能 — ダルマへの約束を共有，相互世話を通じてそれを表現する，人間のネットワークである。



教育

村の学校は学校を見ていない。それはワークショップ、庭園、図書館、瞑想ホール、および森を見ている — それはこれすべてであるから。子どもたちは行の中に座っていない，部屋の前での単一権威から情報を吸収。それらは行う事から学ぶ — 植えて、構築、料理、観察、質問、移動、沈黙で座すること，手で仕事をする。カリキュラムは可視的に他と関係を持つことはないというテーマに切り分けられない。それは調和の輪ことの周りで統合 — 朝の健康および運動、後の実用的工芸および管理，午後の哲学および瞑想，夜の音楽およびストーリーテリング。子供は，これらが異なるドメインではなく，単一の一貫した現実の相 — 彼らの身体とその周りの世界で遭遇するのと同じ統合秩序を学ぶ。

培養 — 調和主義，生きている自然とそれ自身の満杯な表現に向けて勤務する正規用語，外的な形式を課さない — 身体およびセンサーで開始。子供が明確に考える前に，彼らは物理的に重要で，感覚的に生きて，感情的に根ざされていなければならない。形式教育の第一年は運動、自然浸漬、手作業スキル、および注意開発の向上を強調。読識および計算は子供の認識能力が準備されるとき導入される — 管理上の便利さで決定された年齢ではなく，抽象的思考が自然に生じる発達段階。シーケンスは機関の予定ではなく，子供の性質に従う。

このセッティングの先生は情報を配信する専門家ではなく，ガイド — 調和的教法で訓練された，彼ら自身の練習に根ざした，彼らが彼ら，および彼ら前方引き出す。先生は子供の体質を知っている，彼らの気質，彼らの電流発達閾値。関係は個人的で，毎年ローテートされるのではなく長年にわたって維持され，教師の子供の展開への真の世話に根ざされ — パフォーマンス計量または標準化されたアセスメントではなく。ガイドの仕事は自己清算された — 成功が子供の外的ガイダンスを必要としないことを意味するから，彼らが，学ぶ、分別、および彼ら自身のために輪を航行する能力を内在化した。

近代的学校を駆動する経済的圧力が除去されていたから — 子供が自動システムが変容させた労働市場に対して「採用可能」単位に形作られる必要はない — 教育はそれが常に意図された何かになる — 完全な人間の培養。子供は仕事のために訓練されていない。子供は彼らが身体的、感情的、知的、精神的なので彼らの自身の満杯に向けて描かれる — 彼らは，コミュニティが彼らが実際にいないその部分から深さから奉仕できるように，経済システムが彼らを割り当てた狭い位置から。これはすべてについてのペース、雰囲気、および学習の精神を変える。いかなる急いでもない。そこに競争はない。子供の価値の標準化された測定はない。そこに人間存在が彼らの自身の自然に従って展開するのを助ける、遅い、辛抱強い、喜びの仕事のみがある — これは，最深いレベルで，1つの交換不可能な生活を通じて自身を表現するロゴス。

生物地域のスケールで、教育は村の学校ができないというを提供 — 医者、建築者、エンジニア、芸術家、および管理実行者のための特化訓練，その形成が村の能力を超えるリソースおよび助言を必要とする。生物地域アカデミーは青年および若い大人それらの専門化が深まる整合カリキュラムへの接続を保ちながら彼らのをするが深い。哲学は部ではなく統合規律 — これを通じてすべての専門家は彼らの特定の知識が、より大きい建築に見合う。

文明のスケールで、教育は文明そのものの生きた記憶。図書館、文書、口頭語族、見習いチェーン、哲学学校 — 蓄積した知識が空間を通じて循環し、時間を通じて続くのかインフラ。知識は自由ネットワークを通じて流れる — 一つの生物地域で精製された治療技術，別の中で発見された教育革新，3番目で表現された哲学的洞察 — すべて制限なしに循環。文明とその過去の関係は土壌とその関係と同じ深刻さで保持 — 学ばれたは失われてはならない。発見されたは共有されなければならない。文化的記憶の崩壊 — 最後の大災害を繰り返すのに各世代を可能にする文明的健忘症 — 生態的破壊と同じくらい重大な失敗として扱われ，そのためそれはエピステミックの等価物 — 蓄積するのに数世紀と置き換えることができないことが知識の損失。



生態学

村はそれに対してランドスケープ内で存在 — 定住は土地の等高線に従ってサイトされる — 冬陽を捕捉，夏の陰，水、風、および動物の動きとの関係に位置決めされ，洪水しない地面上。構築された環境は村の総土地区域の分数を占める。残りは森、牧草地、湿地、食料森、牧草地 — 村が依存する生態系サービスを提供するシステム — 清潔な水，受粉，害虫規制，土壌生成，炭素隔離，生物多様性。

人間定住および野生地の境界は硬線ではなく勾配 — 家の最も近い集約庭園から，管理食料森および果樹園を通じ，ほとんど管理されされていない林地に，村が触れることはない保護荒野へ。この勾配は統遷移帯の生態的概念を反映する — 生態系で転移領域そこで生物多様性最高であり，生命は動的である。土地とのコミュニティの関係は抽出ではなく参加。コミュニティは土地が提供するのを取り，土地が必要とするのを与える — 堆肥、カバー作物、流域世話、火の管理，野生動物が移動するのかコリドーの保全。関係はメタファーとしてではなく生態学的実行として相互的。

水は特定の敬意を受け取る。村の流域 — ストリーム、春、湿地、および帯水層，その水文システムを構成 — 水が不可思議ではなく生きたシステムとして維持されて理解に管理される。いかなる汚染もウォーターウェイに入らない。湿地は保存，またはリストアリングは。帯水層は自然補給の率以内に引き出される。子供は彼ら自身の身体を学ぶのをその流域の解剖学を学ぶ — そのために彼らを維持する土地の身体であり，その健康は分離不可能に彼ら自身。

生物地域のスケールで、生態学は生態システムが実際に動作するスケールで管理される — 流域、山脈、沿岸帯。生物地域生態管理が村ができないのを調整する — 複数の領域を渡る移行種の管理，すべての領土を渡る野生動物コリドーの保全，火，洪水，または全生物地域を同じくらい同時に影響する干ばつへの対応。原則は村のスケールと同じ — 抽出ではなく参加，管理ではなく相互性 — しかし村の境界を尊重しないエコシステムのためコーディネートする機関容量は本質的である。

文明のスケールで、生態学は人間の経済が生物圏の子公司であること、それ上超主権ではないことの認識。文明の総物質スループット — エネルギー、食べ物、水、鉱物、木材 — 生物圏が再生できるのによって制限される。これは外的に課された制約ではなく，ダルマ的一致の表現 — 土地が与えることができるより多く取る文明は，短期では繁栄がどのように現れるかについて関わらず，ロゴスの構造違反にある文明である。文明ネットワーク生態学的知識を共有する — 復元技術，種の管理，土壌修復 — 生物地域の境界を超える生態的システムの保護を調整 — 海生漁業、大気安定性、偉大な移行ルート、惑星の水のサイクル。



文化

村は歌う。メタフォリカルに — 文字通りに。音楽は日常生活に出席 — 分野作業歌、かまどで子守唄，共同食事で合唱歌唱，夜間器楽音楽。音楽はデバイスから消費されない，それは生きた人々によって生産される — 一緒に音楽を作る行為が社会的織物が他の何の実行も複製しないするために。それは呼吸を同期させ，注意を調べ，共有感情的共鳴を作成し，概念的思想を完全に通り過ぎるメロディーおよび引く方法で文明の深最深値を送信する。

儀式は人間的生活および年のサイクルの通路を標す。誕生はコミュニティによって歓迎されている — 病院部屋の無菌分離でなく，子供の生活を共有するのは誰かの存在で。成人期は本物の入来で標される — パーティーでなく，青年が成人責任を携帯するのを試験するのは閾値が、コミュニティによって目撃されて彼らはそれはそれを保有へ。結婚は共同契約，単なるプライベート合意ではない。死は死の完全な弧を通じてコミュニティによって追う —警視，通路儀式，身体の世話，悲しむこと，完了した人生の祝い。儀式を失った文明は時間とそれ自身の関係を失った。調和の文明はその関係を復活させる — 至点、等分点、収穫、植え、月のフェーズを標す — 商業時間の平坦上の緊急ではなく，宇宙周期の着実な展開に人間生活を埋め込む。

調和の文明の芸術は専門家によって受動的消費のために生産される商品ではない。それは息の自然のなで，日常生活である次元で，美しさが生産され、出会う — そして文明では物質的負担が持ち上げられた，それはそれはより多くなる — 人間コミュニティの主要な創造的活動。サバイバルはもはや日が消費，自動システムが配給および保全を扱い，その自由時間彼らは何をするか？それらは作成。彼らは音楽、シェイプ木を作り，掘られたストーン、ペイント，織る，執筆，振付，デザイン，楽器を構築，彼らの子供のための歌を作成，物語を刺繍，織物に，粘土を形作るそれが必要なのにより美しい容器 — 美しさに向かう衝動が不可欠ではなく，魂の自身の自然，手を通じて自身を表現するから。調和の文明は，その日次テクスチャで，芸術的文明である — 美しさが文明として価値を得ているから，しかし条件は圧制的インパルス（疲労、不安，精神的不接合，すべての活動の経済生産への還元）が除去されたと，そこの残って，世界がより美しく見るのに彼ら見つけたのより多く作成する人間能力。

村の建築は美しい — 建築者が雇用されたからではなく，それを構築した人々がその彼ら構築のについてのケアおよび示す意思そして材料を有していたから。ツールは美しい。衣服は美しい。庭園は美しい。装飾的意味でなく — 装飾機能オブジェクトのサーフェスに適用される美しさとしてでなく — 本体的意味で — 信号ロゴスとの一致。十分に製作されたツールは美しい，そのためその形がそのフォーム完璧に機能。十分に植えられた庭園は美しい，それはミラーはそれが引く生態系の秩序のため。このレジスタでの美しさは主観的嗜好ではなく，真実の美的顔。調和の文明はシャイン — 技術的サーフェスの無菌輝きではなく，すべてのオブジェクト、スペース、すべての集り、ケアが人々に時間、スキル、および注意を持つのだった，および内側静寂を創造するのと温暖な光彩の世界。

生物地域のスケールで、文化は共有祭り、移動劇場、村間音楽伝統、生物地域に視覚的身元を与える建築スタイル，村がその自身の表現を許すのは。生物地域の文化機関 — コンサートホール、ギャラリー、巡礼および儀式のための保持されサイト — 提供スケール，それをリソース芸術成就それを超える人間村のみが生産できる。叙事詩、交響曲、大聖堂、偉大な壁画 — これは生物地域の協力および生物地域パトロネージを要求し，それは生物地域の共有表現として属する。

文明のスケールで、文化は文明が最聖なるという彼らが保有する生きた伝送 — 世代を渡る芸術伝統を通じて，世紀を深める哲学的学校を通じて，石と木に知識を蓄積する建築伝統を通じて，単語ができない形式で感情的および精神的知識を運ぶ音楽的伝統。文明の文化は，その統治、経済、技術より深い — ロゴスとの関係の最深い表現。文化が生きており，ダルマと一致しているとき，文明は生きている。文化が娯楽に堕落するとき — 気を散らし，スペクタクル，消費-として-意味 — 文明は死ぬのは，その物質的繁栄を関わらず。



中心 — ロゴスの世界でのダルマ

すべて七つのピラーを接続関係に保持するのは調整メカニズムではなく，共有認識 — 秩序が現実自体に存在する認識，理由，瞑想，直接的経験を通じて発見可能，人間機関がアライン，そして必要。建築の中心でのダルマは宗教、法律、またはより高い権限によって施行された教義ではない。それは村の農民が土地からではなく市場に従うとき実行する原則；教師が課程からではなく，子供に従うとき実行；治療者症状からではなく，根本原因を扱うとき実行；統治者が彼自身からではなく，コミュニティに奉仕するとき実行；構築者は四半期リターンからではなく，世代のために構築。

しかしダルマは中心でのより深い意味 — 文明の真のプロダクトは物質豊かさ、機関的秩序、公共正義ではないことを意味する — しかし，すべてこれらは流れ出す。文明の真のプロダクト意識。人間が出席している — より出席，より，彼ら浸る宇宙の美しさおよび秩序を知覚。全建築 — すべてピラー，すべて機関，すべて自動システム，すべて復元的処理，すべて教育および文化的行為— 人間がロゴスの意識になる能力を生じ彼らの生活とアライン条件を生じるために存在。これはエネルギー豊かさが新しいエーカーはそれを可能にする理由。これは村が歌う理由。歌はデコレーション価値が支援しない。それは文明の音である，その最深い願いはパワーではなく，富でなく，幸福さえでなく — しかし目覚め。

この文明の人々は完全ではない。それらは方向付けられ。彼らは練習 — 毎日，完全でなく，精神的生活が目的地なく螺旋であることの患者たちで。彼らは夜明けの前に沈黙で座る。彼ら意図で体を動かす。彼ら感謝で土地が提供するのを食べ。彼ら注意で子供たちを保有。彼ら彼らのコミュニティの周りで死を悲しむ。彼ら祝祭が予定のとき放棄と共に祝う。彼ら不同意，議論，間違い，彼ら壊したか修復し，続ける。彼ら親切 — パフォーマンスのようではなく，心を与えられたスペースをこうした自然な表現として開く。サバイバルの慢性的収縮 — 胸の引き締め，眼の警報，すべてのジェスチャーの後ろの計算 — ほぐれた。あるのはなには，常に下：温暖，人間能力，世話，寛容，各他の存在の喜びの。ムナイ— 愛意志— 彼ら追う教義ではなく品質彼ら収録するから，彼らの生活の条件はそれを支える，それを圧迫しないから。

ダルマは文明的生活に外部から追加される何かではない。それは文明的生活が何かになるのは障害が除去されるとき — いつ条件をあらゆる不一致を生ずる（無知，貪欲，土地からの不接合，知識の破片化，権力の中央集約，コミュニティ結合の切断，聖なるへの損失）は建築で体系的にアドレス。7つのピラーはダルマを生じない。彼ら条件を生じるダルマ — 既に現実で動作，いかなる文明が認識するかは関わらず — は人間機関および人間の心を通じて自身を表現できる。

これは調和の文明とそれが続いているあらゆるユートピア型プロジェクトの間の最深い区別。ユートピア的伝統は理想を外部から現実に投影 — 力か説得によって人間の自然の反抗物質に課される合理的な設計。調和の文明は課さない。それは覆い被せ。それは阻害を除去し，一致するものを培養。結果は完全ではない — 完全性は静的な概念，生命は螺旋。結果は文明がある，完全な感覚で生きる — そのとき応答的その自身の条件，自己修正を通じて透明および各ピラーに構築されたフィードバック，段階を通じて進化,方向付けられた調和の道 — 各通路建築を通じて高レジスタで動作するより。文明が輝く — 技術支配の冷たい光ではなく，温かい光で，完全に自分たちが人間可能になった条件と与えた人たち。

ビジョンは遠くない。それは構築される — 単一の中心で開始を通じて，デモンストレーションを通じて説得の単なるのではなく勢い，観測可能である事実によって測定されている，人々のそれは健康，より自由に，より創造的に，より根ざされ，より公正である。調和の文明は革命を要求しない。それはビルダーが建築理解おり，それを建てるのに患者がある。ロゴスは既に動作。土地は既に生きている。新しい文明を力に入れるエネルギーは既に空間のすべてのポイントに浸透する。一致に向かう人間の能力はすべての人で既に提示されている — — 待機，それは常に待った，彼女の咲く条件。仕事は条件を構築することである。その仕事は始まった。



また見る: 調和の建築, 統治, 新しいエーカー, 教育の未来, 調和的教法, ダルマ, ロゴス, アイニ, ムナイ, 調和主義
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